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《
２
月
》

１
〜
３
日
＝
韓
国
蔚
山
市
蔚
州
郡

　
　
　
庁
表
敬
訪
問

５
日
＝
「
い
い
朝
Ｎ
Ｃ
Ｃ
」
取
材
、

　
　
　
対
馬
市
介
護
認
定
審
査
委

　
　
　
員
現
任
研
修
会

８
日
＝
行
政
改
革
シ
ス
テ
ム
本
部

　
　
　
会
議

９
〜
10
日
＝
県
道
整
備
に
関
す
る

　
　
　
陳
情
　
　
　
　
（
長
崎
）

12
〜
13
日
＝
合
併
講
演
（
唐
津
）

14
日
＝
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
中
間
報
告

16
〜
18
日
＝
県
離
島
振
興
協
議
会

　
　
　
理
事
会
、
県
離
島
振
興
市

　
　
　
町
村
議
会
議
長
会（
長
崎
）

19
日
＝
地
域
活
動
所
ま
つ
り

20
日
＝
対
馬
少
年
の
主
張
大
会

21
〜
24
日=

県
漁
港
協
会
理
事
会
、

　
　
　
県
国
保
連
合
会
総
会
他

　
　
　（
長
崎
）全
国
離
島
振
興
協

　
　
　
議
会
正
副
会
長
会
議
（
東

　
　
　
京
）
離
島
住
民
か
ら
見
た

　
　
　
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
調

　
　
　
査
委
員
会
（
福
岡
）

25
日
＝
平
成
17
年
第
１
回
対
馬
市

　
　
　
議
会
定
例
会

26
日
＝
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成

　
　
　
委
員
会

28
日
＝
平
成
17
年
第
１
回
対
馬
市

　
　
　
議
会
定
例
会

　
２
月
10
日
、
国
の
特
別
史
跡

「
金
田
城
跡
」
の
保
存
、
整
備
を

考
え
る
特
別
史
跡
金
田
城
跡
整
備

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
大
学
教
授
や

文
化
庁
、
県
教
育
委
員
会
、
対
馬

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
対

馬
市
教
育
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
16
年
度
２
回
目

の
委
員
会
に
な
り
、
現
地
視
察
と

会
議
が
行
わ
れ
、
二
ノ
城
戸
周
辺

の
石
垣
部
分
、
新
た
に
見
つ
か
っ

た
水
門
と
思
わ
れ
る
部
分
、
城
門

全
面
の
階
段
部
分
の
調
査
等
に
つ

い
て
、
専
門
家
の
意
見
を
交
え
な

が
ら
、
今
後
の
整
備
方
法
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
二
ノ
城
戸
の
整
備

復
元
を
基
本
に
、
石
垣
の
調
査
、

崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
部
分
の
解

体
や
修
復
、
登
山
道
の
整
備
、
標

識
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

《
特
別
史
跡
金
田
城
跡
》�

　
金
田
城
跡
は
、
昭
和
57
年
３
月

23
日
に
、
長
崎
県
で
初
め
て
国
の

特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
朝
鮮
式

山
城
で
す
。

　
平
成
５
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を

開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
遺

構
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
金
田
城
築
城
の
歴
史
は
今
か
ら

１
３
０
０
年
以
上
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
６
６
３
年
（
天
智
２
）
８
月
、

白
村
江
の
戦
い
で
唐
・
新
羅
連
合

軍
に
敗
れ
た
日
本
軍
は
朝
鮮
半
島

か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
唐
・
新
羅
の
来
襲

に
備
え
防
備
を
早
急
に
整
え
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
、
大
和
朝
廷
は
、

防
人
を
東
国
か
ら
集
め
、
対
馬
・

壱
岐
・
筑
紫
に
配
置
し
、
６
６
５

年
（
天
智
４
）
大
野
城
、
基
肄
城
、

長
門
城
を
、６
６
７
年
（
天
智
６
）

に
は
高
安
城
、
屋
島
城
、
金
田
城

を
築
き
国
土
防
衛
の
備
え
を
し
ま

し
た
。

　
地
理
的
に
対
馬
は
、
国
防
の
最

前
線
に
位
置
す
る
た
め
、
金
田
城

の
役
割
（
見
張
り
、
通
信
）
は
た

い
へ
ん
重
要
な
も
の
で
し
た
。

市
長
の
動
き�

一ノ城戸�

三
ノ
城
戸�

二ノ城戸調査の様子�

に

の

き

ど

か
ね
　
だ
　
じ
ょ
う

は
く
す
き
の
え

と
う

し
ら

ぎ

さ
き
も
り

と
う
ご
く

お
お

の
じ
ょ
う

な
が

と
じ
ょ
う

た
か
や
す
じ
ょ
う

や

し
ま
じ
ょ
う

き
　
い

じ
ょ
う
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阿比留幸輝 君�

齊 藤 美 和 さん�

橋 本 このみ  さん�

久壽米木晶子 さん�

���

―
最
優
秀
賞
の
感
想
は
？
―�

　
ま
さ
か
自
分
が
選
ば
れ

る
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で

も
選
ば
れ
て
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。�

�

―
県
大
会
へ
の
抱
負
は
？
―�

　
も
っ
と
強
弱
の
付
け
方

な
ど
話
し
方
を
勉
強
し
て
、

県
大
会
で
も
一
番
に
な
り

た
い
で
す
。�

�

橋
本
さ
ん
、
県
大
会
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。�

ま
　
こ
と

た
か

ひ
こ

あ
ん
　
な

な

お

み

く
　
　
す
　
す
ず
　
　
か

み
　
や
け
　
　
　
　
あ
や

こ
う

き

く

す

め

ぎ

あ
き

こ

　
２
月
20
日
、
対
馬
市
公
会
堂
で
、

平
成
16
年
度
第
４
回
対
馬
少
年
の

主
張
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
各

町
の
代
表
12
名
が
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
の
は
、

浅
海
中
学
校
２
年
の
橋
本
こ
の
み

さ
ん
。
「
心
の
望
遠
鏡
」
と
い
う

発
表
題
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

っ
た
老
人
ホ
ー
ム
で
、
気
の
強
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
出
会
い
、
強
が

り
ば
か
り
言
っ
て
職
員
を
困
ら
せ

て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ほ
ん

と
は
寂
し
く
て
強
が
り
を
言
っ
て

い
た
こ
と
を
知
り
、
人
を
見
た
目

で
判
断
す
る
の
を
や
め
て
、
素
直

な
心
で
受
け
止
め
よ
う
と
感
じ
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
橋
本
さ

ん
は
、
今
年
８
月
の
少
年
の
主
張

長
崎
県
大
会
に
対
馬
市
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
す
。

　
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、

「
空
の
青
さ
に
命
を
思
う
」
の
題

で
、
修
学
旅
行
で
知
っ
た
特
攻
隊

と
い
う
悲
し
い
出
来
事
。
そ
の
特

攻
隊
の
劇
を
文
化
祭
で
演
じ
、
命

の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
と
発
表
し

た
久
田
中
学
校
２
年
の
阿
比
留
幸

輝
く
ん
と
「
国
際
交
流
」
と
い
う

題
で
、
韓
国
の
中
学
校
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
言
葉
は
違
っ
て
も
同

じ
人
間
同
士
と
し
て
交
流
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
発
表
し
た
南
陽
中

学
校
１
年
の
久
壽
米
木
晶
子
さ
ん

の
２
名
で
し
た
。

　
ま
た
、
「
言
葉
の
重
さ
」
の
題

で
、
何
気
な
く
使
う
「
か
わ
い
そ

う
」
と
い
う
言
葉
は
、
ほ
ん
と
は

相
手
を
傷
つ
け
る
の
だ
と
発
表
し

た

知
中
学
校
１
年
の
齊
藤
美
和

さ
ん
が
、
平
成
17
年
度
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
中
学
・
高
校

生
長
崎
県
弁
論
大
会
の
対
馬
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
入
選
》�

　
　
　
　
　
敬
称
略
、
順
不
同�

▽
小
川
真
琴
（
厳
原
中
２
年
）

　
　
「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

▽
波
田
あ
か
ね（
加
志
々
中
２
年
）

　
　
「
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」

▽
早
田
雄
彦
（
久
原
中
２
年
）

　
　
「
私
た
ち
と
対
馬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
問
題
」

▽
中
村
杏
奈
（
東
部
中
２
年
）

　
　
「
笑
顔
の
大
切
さ
」

▽
早
田
奈
保
美
（
西
部
中
１
年
）

　
　
「
平
和
と
は
私
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
つ
く
る
も
の
」

▽
玖
須
涼
香（
比
田
勝
中
１
年
）

　
　
「
言
葉
の
や
さ
し
さ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
助
け
合
い
」

▽
三
宅
　
綾（
佐
須
奈
中
２
年
）

　
　
「
一
致
団
結
」

▽
里
　
幸
美
（
豊
玉
中
２
年
）

　
　
「
命
の
重
さ
と
平
和
」

さ
と
　
　
　
　
ゆ
き
　
み
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こ
の
ほ
ど
、
美
津
島
町
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
（
江
嶋
慶
子
会
長
・
会

員
33
名
）
が
、(

財)

日
本
消
防
協

会
の
平
成
16
年
度
助
成
事
業
「
女

性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
の

助
成
を
受
け
て
、
軽
可
搬
消
防
ポ

ン
プ
及
び
活
動
服
等
一
式
を
購
入

し
ま
し
た
。

　
当
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
の
11
月
に

横
浜
市
で
行
わ
れ
る
、
女
性
消
防

隊
全
国
操
法
大
会
に
長
崎
県
代
表

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
、
地
区
に
お
け
る
火
災
予

防
の
普
及
、
防
火
意
識
の
向
上
な

ど
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
19
日
、
対
馬
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
、
精
神
疾
患
を
正
し
く

理
解
し
、
精
神
障
害
者
と
の
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
そ
う
と

「
地
域
活
動
所
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
活
動
所
と
は
、
地
域
で
障

害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
進
め

る
た
め
、
工
芸
品
の
製
造
や
農
作

業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
様

々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
会
場
に
は
、
地
域
活
動
所
の

「
き
ら
り
（
厳
原
町
中
村
）
」
、

「
さ
わ
や
か（
上
県
町
佐
須
奈
）」

や
、
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
「
フ
レ
ン
ド
（
厳

原
町
）
」
と
「
や
ま
び
こ
（
上
県

町
）
」
を
は
じ
め
、
家
族
会
「
ひ

ま
わ
り
会
」
の
皆
さ
ん
の
バ
ザ
ー

や
、
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
綿
菓
子
や
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

（
食
改
）
の
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
大
勢
の
方
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
午
後
１
時
か
ら
、
北
海

道
医
療
大
学
助
教
授
の
向
谷
地
生

良
先
生
と
障
害
者
自
身
の
自
立
、

自
活
を
目
指
し
て
、
活
動
を
し
て

い
る
「
浦
河
べ
て
る
の
家
」
（
北

海
道
浦
河
町
）
当
事
者
代
表
の
伊

藤
知
之
さ
ん
と
川
端
俊
さ
ん
に
よ

る
特
別
講
演
会
「
べ
て
る
の
家
の

歩
み
か
ら
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
や
活
動
内
容
を
紹
介
し
、
自

活
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

は
、
向
谷
地
先
生
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
な
り
、
伊
藤
さ
ん
、
川

端
さ
ん
が
先
生
の
問
い
か
け
に
答

え
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
障
害

者
自
身
の
講
演
は
、
そ
の
体
験
に

裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
私
た
ち

が
持
っ
て
い
た
精
神
障
害
者
に
対

す
る
誤
解
や
偏
見
を
取
り
払
っ
て

く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
対
馬
保
健
所
で
は
、
「
浦
河
べ

て
る
の
家
」
の
よ
う
に
、
精
神
障

害
者
の
方
の
こ
と
を
知
り
、
共
に

助
け
合
う
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
目
指
す
た
め
、
17
年
度
も
「
精

神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」
を
開
講
す
る
予
定
で
す
。
内

容
に
つ
い
て
は
、
対
馬
保
健
所
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
対
馬
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　
　
　
　
℡
５
２
‐
０
１
６
６�

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に�

消
防
ポ
ン
プ�

〜
精
神
障
害
者
に
対
す
る
心
の�

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
て
〜�

� 地
域
活
動
所
ま
つ
り�

む
か
い
や
　
ち
　
い
く

よ
し

と
も
ゆ
き

し
ゅ
ん




